
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

福岡県立 小倉西 高等学校

　Ａｇｅｎｃｙ（主体性・自立性）を重視
した教育の推進に取り組み徐々に
成果をあげている。
　本校が掲げる３つのコンピテン
シー「主体的に学び続ける力」「他
者と協働する力」「社会と関わる力」
の更なる育成を目指し、特に課題
発見能力・課題解決能力の育成と
表現力及びコミュニケーション能力
の向上を図る。また、校訓・スクー
ルミッションに掲げた生徒の育成を
目指す。

進路実現に効果的なキャリア教育の推進
（中高連携、高大接続連携等学校外の教育力の活用）

特別活動を通じた主体性・協調性の向上とリーダーシップの育成と多様
性を認め合い、互いを尊重する人権教育・道徳教育の充実

確かな学力の育成

キャリア教育の充実

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

知性と品格を備え、社会をけん引する人材を育成する学校。
・探究的な学習活動や生徒が企画運営する学校行事等を通して、高い学力と公正な判断力を持ち、自ら考え主体的に行動し、社会変革を実現する、心身ともにたくましい人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー （育成を目指す資質・能力に 関する方針）
・主体的に学び続け自己実現を目指す生徒の育成
・他者を尊重し、他者と協働する力を持った生徒の育成
・変化に柔軟に適応する力を持った生徒の育成

カリキュラム・ポリシー （教育課程の編成及び実施に 関する方針）
・生徒が主体的・協働的に企画運営する学校行事の実施
・地域の教育資源を活用した体験活動・探究活動の実施
・ＩＣＴを活用した個別最適な学びの提供

アドミッション・ポリシー （入学者の受け入れに 関する方針）
・自らの将来を真剣に考え、主体的に学ぶ意欲を持った生徒
・協調性や主体性に富み、豊かな心を持った生徒
・失敗を恐れず何事にも積極果敢に挑戦する生徒

具体的目標

挨拶・服装・礼儀等、品格ある言動を身に付けさせる生徒指導の充実
成人年齢引き下げに伴う主権者教育、消費者教育の推進

豊かな人間性の育成

学習指導要領や大学入試改革の動向等に対応したカリキュラムの構築
と観点別評価の確立

A

主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善と教授内容の高度
化（一人一台パソコン等ＩＣＴの利活用）

ＳＤＧｓをテーマとする文理融合型探究活動の推進（産学官との連携強
化）と充実（課題発見能力・課題解決能力の育成と表現力及びコミュニ
ケーション能力の向上）

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標

１３
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項目ごと
の評価

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

　生徒が自ら考え、作り上げる体育大会、文化祭
を実施することができた。
　鞄を自由化したが、特に問題もなく社会通念的
にも常識的である。服装や頭髪等についても同様
である。
　自転車乗車について、青切符制度の実施に伴
い、交通安全、ルールを守る意識を更に向上させ
ていきたい。

　外部機関と連携をはかり講演会等を実施して、
生徒のネットモラルの向上を図ることができた。
　スマートフォンやChromebookを学習に活用する
機会が増加することを踏まえ、更にＳＮＳ利用に
関するネットモラルなど適切な使用を日常的に指
導する体制を家庭とも連携を図りながら構築して
いきたい。

　Classroomを利用し、生徒に個別やクラスごとに
迅速に情報を伝達することで、結果として各種進
路行事への参加や進路指導室の利用者が大幅
に増えた。これからも、適時に各種情報を適切な
方法で提供することを目指していく。
　また、「情報Ⅰ」の科目についても、３年次の「情
報探究」の授業、課外授業により、確実に生徒に
内容の定着が進み、共通テストの良い結果に結
びついた。

　大学の出前講義や進路ガイダンス、卒業生との
情報交換会などを総合的な探究の時間やホーム
ルームの時間等に計画的に実施し、年間で延べ
約６００名の生徒が参加することができた。また、
実際に見聞きしたことで自ら進路を探究し、選択
することに大きな影響を与えた。
　また、Classroomを利用し、多くの情報を生徒に
迅速に知らせることで、情報収集を簡便にする体
制作りができた。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

A

学習指導

「指導と評価の一体化」の充
実に向けた授業改善と教授
内容の高度化

A

A

個別最適な学びの実現に向
けたICTの利活用 A

　今年度も１学期中に観点別評価の基準を生徒
に提示することで、生徒の学習意欲の向上や生
徒の適切な支援につながった。授業アンケートか
ら、授業の質・姿勢は高く評価されていることがわ
かる。伝え方や運用等を調整することで、生徒の
理解度や満足度をさらに高めていきたい。

　ICTの活用は、１学期と比較し２学期以降、活用
が進んだ。次年度は、Google Classroomや学習コ
ンテンツのスタディサプリの効果的な活用につい
ても検討をしていきたい。引き続きICTの活用を推
進し、生徒の学習習慣の確立や改善に役立てた
い。

観点別評価基準を確実に生徒に提示し、確かな学力を身に付けさせるととも
に生徒の学習意欲の向上を図る。

新課程入試に関する最新情報を生徒・保護者・職員へ提供する。

進路指導

A進路探究力の醸成

１年次からオープンキャンパスや進路ガイダンスへの参加を奨励し、学部学
科研究を深めさせる。

A

　Classroomを活用すること
で、必要な情報を適確に取得
し、自ら動く生徒が増えてき
ている。また、スタディサプリ
を利用し、自己に最適な学習
を継続的に行うことができる
生徒も増えてきている。

　進路に関して様々な手段や
機会を通じて、自ら情報収集
できる生徒が増えている。積
極的に各行事や校外の諸活
動に参加し、主体的に進路を
開拓しようとする姿勢が見ら
れた。教員からの細やかな
声掛けや指導で、さらにやる
気が上がってきた生徒も増加
してきている。

授業を通じて進路実現に向けた学力を養成できるよう、知識・技能の確実な
定着を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実践により、思考力・判断力・表
現力を育成する。

個別最適な学びの実現に向けたＩＣＴの利活用促進の取組を行う。

共通テスト新科目「情報Ⅰ」を特別補講等に組み込むなど、新課程入試に対
応できる指導体制を構築する。

学年統括部と連携しながら高大連携授業や出前講義を実施し、生徒の参加
を推奨する。

総合的な探究の時間を活用し、生徒が自分自身を見つめ直す機会を設け、
進路について具体的に考えさせる。

進路に関する情報を職員に伝え、担任や進路指導部職員から生徒及び保護
者に発信する。

　自律的に進路探究を行える
よう支援がなされていること
がわかる。大学の出前講義
などを取り込み、外部からの
協力を積極的に行っている
のもよい。校内外を問わず社
会に触れる機会を充実させ
てほしい。

生徒指導

状況に応じた適切な判断や
行動ができる自己指導力の
育成

A

A

評価項目 具体的目標 評価（３月）

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

　授業アンケート結果から生
徒が落ち着いて学習に集中
できていることがわかる。ＩＣＴ
活用に関しては引き続き、研
究、推進してほしい。大学受
験のみならず、将来のため自
分の得意を伸ばし、苦手を克
服する意識も必要である。

　学校が安心して過ごせる居
場所となっていることが伺え
る。モラルやマナーに対する
意識が日常的に育成されて
いることがわかる。個性や多
様性を、さらに大切にしてもら
いたい。

安心安全な学校環境整備と
危機管理体制の構築及び教
育相談体制の充実

　授業アンケートの結果か
ら、約95％の生徒が授業に
関して肯定的にとらえ、授業
に積極的に参加し力がつい
たと感じていることがわかる。

　２割弱の生徒は授業での
ICTの活用に必要性を感じて
いないが、７割を超える生徒
が授業で上手くICTが活用さ
れていると答えている。

体育大会や文化祭等の学校
行事を生徒会を中心に全校
生徒が参加して実施すること
ができた。学校生活調査の
結果９８％の生徒が学校生
活に満足していると回答して
おり、充実した学校生活を送
ることができていると感じてい
る生徒が多い。

外部の機関と連携して規範
意識育成向上講演会を実施
した。学校生活調査やいじめ
アンケート、家庭調査チェック
リストの回答において、ＳＮＳ
等のトラブルについての回答
は上がっていないことから、Ｓ
ＮＳ等についての生徒の規範
意識が向上したと考えられ
る。

自学の時間「Agency time」や面談週間を活用し、学習習慣の確立及び改善
に取り組ませる。

具体的方策

観点別評価を教科内で共有し、本校の評価スタイルを確立する。

キャリア教育の推進 A

Ｂ

A

A

A

A

A

A

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

外部機関と連携を図り、自己指導力の育成に帰する講演会を実施する。

生徒会を中心とした主体的な学校行事を実施する。

生徒会、委員会を中心に声かけを行い、更なる品格の向上に努める。

規範意識育成講演会を実施し、身近な情報を周知する。SNS等によるトラブ
ルを未然に防止するための啓発を行う。

ＳＣやＳＳＷ、訪問相談員等との連携を強化し､教育相談活動、生徒支援活
動を充実させる。

自己の健康管理の意識を向上させ、感染症予防に努める。
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A

A

B

A

A

A

A

Ａ

Ａ

Ａ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

教職員としてSociety5.0に対応するために必要な情報を提供できるよう職員
研修を充実させる。

職員の授業改善や指導力の育成を支援する。

教育内容をより充実させるため、教育活動全体で図書館の活用を推進す
る。

式典が円滑に実施できるよう各学年・校務分掌等と連携をとる。

「総合的な探究の時間発表会」の充実や「ＳＤＧｓ企画」への積極的参加を促
す。

　校外研修を定期的に案内
できた。授業アンケートや相
互参観を効率的に行い、教
員及び生徒にフィードバック
できた。AIの活用と注意点な
どのICT研修や盗撮防止など
危機管理に関する研修を随
時行った。図書委員会がSLA
活動に活発に参加し、活性
化の一助となった。

　学校要覧の作成と式典の
計画・実施は各学年・校務分
掌等と連携し協力をいただく
ことで円滑にできた。
　３か月行事予定表をホーム
ページに掲載し、生徒の自主
的な行動を支援するととも
に、保護者に対しても学校の
教育活動を紹介することがで
きた。

北九州市主催「ゆめみらい
ワーク2025」市内企業、大
学、短大、専門学校が出展
し、1学年全生徒が参加し、
学びを体験した。生徒のアン
ケートでは「大変よかった
63％」、「よかった34％」と
97％の生徒が「よかった」と
回答した。

　総合的な探究の時間につ
いては、課題を見い出す機会
が提供できている。引き続き
外部とつながり視野を広げる
機会を求めてほしい。近隣の
大学との交流、連携をさらに
増やしていくこともも有効だと
考える。また、社会人講話等
はＰＴＡ・同窓会から支援でき
ることもあると思うので、利用
してほしい。

　必要な研修が行われている
ことがわかる。教員の資質
質・能力の向上は、学校の教
育力・指導力の向上につな
がるので積極的に取り組ん
でほしい。ＩＣＴ活用に関する
研修は今後、さらに必要にな
ると思われるので、これまで
以上に積極的に取り入れると
よい。ＡＩやＩＣＴの導入・活用
で職員の業務の効率化、省
力化を図り、生徒に向き合う
時間が少しでも増えればよい
と思う。

日番割や行事予定表等の作成を滞りなく行い、教育活動が円滑に行われる
ようにする。

学校要覧の作成や、諸会議の資料の保管を滞りなく行い、教育活動が円滑
に行われるようにする。

北九州市立大学との更なる連携を図り、生徒の探究活動の場を広げる。

西高サスティーン等の活動を通して本校の長所を対外的に発信する。

生徒が課題を見出す機会としてエコタウンセンターや大学との企画を実施す
る。

　ICT以外の他の教育課題の研修を実施していき
たい。ChromebookやClassroomなどの授業への
活用については、授業アンケートより６５．３％の
生徒が積極的な活用を望んでいる一方で、５１．
６％しか活用状況に満足していないという結果が
出ているため、ICT研修のさらなる充実を図りた
い。授業アンケートの結果を校外に対する広報活
動に活用することをさらに進める。図書委員会の
取組を学校全体に拡げていきたい。

　式典等の際にインフルエンザの流行などに対応
できるように予め体育館での実施要項とリモート
での実施要項の２種類の要項の準備を継続して
行いたい。また、要項等をデジタル上に整理・保
存して利便性を図る。
　行事予定表については早めの作成とホーム
ページでの掲載を継続する。
　締め切りの早い学校要覧については、今以上に
クラス担任・各分掌・事務室等と連携を取りながら
スムーズに作成できるようにする。

　大学との更なる連携により「西高サスティーン」
などの取組を実施した。またエコタウンセンター訪
問、SDGｓや職業について社会人からの話を聞く
企画など生徒が課題を見出す機会をもたせること
ができた。「総探発表会」については、３月上旬に
実施した。
　また、「夢授業」・「ゆめみらいワーク」など社会
人からの話を聞く企画を実施し、生徒自らが課題
等を見いだす機会とすることができた。

　企業や公的機関とも連携し、生フィールドワーク
に参加するなど探究活動を実施した。本年度も
「金融リテラシー教室」（１学年）を実施した。来年
度も１学年で実施予定である。生徒が自ら積極的
に外部のフィールドワークに参加するよう働きか
け、大学または企業や公的な機関と連携しなが
ら、生徒の探究活動を深められるようにしたい。

A

A

A

A

特になし。

学校関係者評価

・落ち着いて学習に取り組める環境が守られており、生徒たちの評価・満足度も高い。今後、西高生の学びがさらに深まり、それをアピールするために、ホームページやインスタグラム等の広報活動にも注力し、
イメージ向上につなげる。アップしている活動・学校行事の写真等を工夫することで、主体的・協働的な学びが行われている様子が伝わるような広報活動の充実を図る。それにより志願者数の増加を図る。

・校舎大規模改修に伴い、学校行事の実施方法等の見直しと精選等により、効率的かつ組織的に教育活動を行い、学校の組織力を高め、生徒の主体的・自主的な活動を向上させる。

・「社会に開かれた教育課程」の充実・工夫を図り時代に応じた生徒指導（校則）及び教務規定の改定を行うとともに、規定に即した指導が行われるよう職員への共通理解を図る。

・大学入試改革に対応した計画的な進路学習や模試分析を行うとともに、生徒の希望進路実現に向けた進路意識の向上及び進路指導体制の再構築を図る。

・探究活動をさらに充実させ、生徒の課題発見能力・課題解決能力を育てるとともに表現力・コミュニケーション能力などの資質・能力を高める取組を工夫する。高大連携や地域との関わり等を一層進めていく。

・いじめ対策や教育相談体制を強化するとともに、特別支援教育の視点に基づいた道徳教育・人権教育をさらに推進する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

Ａ

学校行事とSDGｓ活動の推進 A

「金融リテラシー教室」アン
ケート結果として、講師の説
明が「とてもわかりやすかっ
た76％」、「分かりやすかった
23％」であった。また、生徒の
興味を持った分野に「資産形
成61％」を挙げていた。

学年

教育活動の円滑化

主体性を育む「総合的な探究
の時間」の構築

企画・研修

職員研修・図書館教育の充
実

企業や公的機関とより強固な連携を図り、探究活動の更なる充実を図る。

A

A

A

A

A
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